
海外文化体験の記録

渡航した際の学年 3年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年2月28日

性別 男性

所属学部・学科 経営経済学部・経営経済学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語/韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
650,000 65,000 授業料および宿舎寮

宿舎費

学用品費

携帯・通信費

食費 250,000 20,000

図書費

被服費

医療費

交通費（現地） 30,000 3,000

娯楽費 200,000 20,000

ビザ申請費

雑費

保険費

渡航旅費 600,000 60,000

その他

合計 1,730,000 168,000 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

✓

✓
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渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：アルバイト

現金用意額：3万円

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

ネットでe-simを購入

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：2人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

シャンプー等の持参

門限あり（11時まで）

近くにコンビニ、スーパー、飲食店があるので便利

男子の方には洗濯機がないので近くのコインランドリーを使用した

超極暖のヒートテック上下

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

クレジットカード、e-sim

コンセントの変換機は準備した方がいいと思った

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

✓

✓

✓

✓✓
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寒い・辛いが苦手な人は防寒具の準備をしたり、辛いかどうか店員さんに

聞いたりした方がいい。

翻訳アプリがあれば大体は大丈夫。

後輩学生へ

体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

行ってみた感想としては、また行きたいと思うほどとてもよい体験だと思った。

プログラムが楽しかったのもあるが、現地の人の優しさやおいしい料理に出会えたからです。

分からないことがあればつたない韓国語や通訳アプリを通しての会話だったが親身になって

教えてくれました。

私は韓国に少し興味があったので今回参加しましたが、そんな人でもとても満足できる

プログラムになっていると思います。

プログラムについて

１）プログラムの内容

基礎的なことを分かりやすく教えてもらえた。

韓国語講座に加え、ダンスやメイクなど新鮮な体験だった。

２）課外プログラムについて

有名な観光地などに行って観光したり、屋台で軽く食べたり楽しかった。

夜ご飯のお金を出してもらえたり、とてもお世話になった。

３）滞在先・現地での生活に関すること
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 3年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年2月29日

性別 男性

所属学部・学科 経営経済学部・経営経済学科

現地使用言語/授業使用言語 日本語、英語、韓国語/日本語、英語、韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：なし

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：なし

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス なし

宿舎費

食費 　133,433ウォン 15,000円 現地の学生や先生がごちそうして下さった。

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料

携帯・通信費 3,250円 e-sim（日本で購入）

交通費（現地） 17,790ウォン 2,000円 T-money購入

図書費

学用品費

医療費

保険費 クレジット海外保険

娯楽費 355,822ウォン 40,000円

被服費

雑費

その他

渡航旅費 600,000ウォン 60,000円 大学手配

ビザ申請費

合計 1,757,045ウォン 185,250円 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

650,000ウォン 65,000円 授業料および宿舎寮

✓

✓
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２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

日本でネットショッピングを利用（e-simのみ）

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

・厚めのアウターで中は脱ぎやすい服

・ハンカチ（基本ペーパーがあるが、ない所や風乾燥が冷たい時があり注意）

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

・基本的に優しい人が多いイメージでフレンドリーなので現地の人（特に学生や先生）と積極的に

交流して

　いくことが大切！！

・洗濯用品（小物は洗面台で洗う）

・e-simの期限確認（使用日の〇：〇〇～カウントで帰国日　スマホ使えず）

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：2人）

現金の用意方法：日本でおろして現地で換金

現金用意額：6万円

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート✓

✓

✓

✓ ✓

5/36



体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

日本で韓国の留学生と仲良くなって韓国への興味があった。現地では様々な出会いがあるがどの活

動でも

がつがつ話しかけるべきだと思う。授業では、韓国語が分からなかったが分かりやすいように英語

を使って

下さり、分かりやすかったのでハングルの勉強と英語の勉強を少しでもやっていたらスムーズに

入って

いけると思う。

大きく分けて・ハングル講座・文化体験活動・交流があり、現地の先生がしっかりと準備までやっ

て下さったのでスムーズに授業が受けれた。だが、日本語がまったくできない先生だったので理解

できる人がいると助かった。

２）課外プログラムについて

フランクな雰囲気で進行され、自由時間が比較的多めだと感じた。様々な文化や交流が楽しめてとても良い。

３）滞在先・現地での生活に関すること

・クレジットは必要だし、お金の換金も初めに全てやっておくべきだった

・電車は乗り場が２つだけの所が多く、方向を確認しておく

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年生

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 令和6年3月12日

性別 男性

所属学部・学科 工学部・建築学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
650,000 65,000 授業料および宿舎寮

宿舎費

学用品費

携帯・通信費

食費 30,000

図書費

被服費

医療費

交通費（現地）

娯楽費 10,000

ビザ申請費

雑費

保険費

渡航旅費 600,000 60,000

その他

合計 1,250,000 165,000 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

✓

✓
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渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：空港

現金用意額：20,000

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

ドコモ

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　2人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

とてもフレンドリーな人が多くてたのしかった。

街の人と関わるのもよかった。

食べものがとてもおいしい。

お酒が少ない。

ドライヤーを持っていけばよかった

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

防寒具

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

✓

✓

✓

✓ ✓ ✓
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不便はなかった。

カタカナも多くて1人でも電車にのれる。

後輩学生へ

体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

とても楽しく無駄のない1週間だった。

韓国とコリアンのことがとても大好きになりました。

参加してよかったです。

プログラムについて

１）プログラムの内容

・メイク

・ダンス

・文化体験

・語学

２）課外プログラムについて

チマチョゴリを着た。たのしかった。

３）滞在先・現地での生活に関すること
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年生

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年3月13日

性別 女性

所属学部・学科 工学部・建築学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
650,000ウォン 65,000円 授業料および宿舎寮

宿舎費

学用品費

携帯・通信費 約4,000円 e-sim

食費 約200,000ウォン 約20,000円

図書費

被服費 約300,000ウォン 約30,000円

医療費

交通費（現地） タクシー15,000ウォン、電車13,000ウォン タクシー約1,500円、電車1,300円 タクシー4分割

娯楽費 約200,000ウォン 約20,000円

ビザ申請費

雑費 約300,000ウォン 約30,000円

保険費

渡航旅費 600,000ウォン 60,000円

その他

合計 2,278,000ウォン 231,800円 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

✓

✓
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渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：換金所

現金用意額：2万円→換金　4万円→日本円のまま

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

e-sim→アマゾン10日間用　約4,000円

Wi-Fi→仁徳大学から教わる　ソウル→Free　Wi-Fi

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　4人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

あいさつ程度は喋れるようになっていた方が良い。

意外と忘れ物があっても現地調達可能。

預け荷物：大韓航空→20kgまで

　　　　　JEJU航空→1人15kgまで（+1kgで+1,000円）

2月の韓国はとても寒い。手袋（指先あいてるやつ）、マフラー必須

日本のおかしを持参した方が良いかも。

食器持たない

・ティッシュ（水に流せるタイプ）　　　　・モバイル充電

・箱ティッシュ（寮に無かった）　　　　　・変換プラグ

・ウェットティッシュ（屋台で手をふく）

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

・e-sim

・日本のおかし　現地の方と仲良くなれるかも

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

✓

✓

✓

✓ ✓ ✓ ✓
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滞在先は現地の大学の寮のようなところで、近くにはカフェや日本食、チキン屋さん、スーパーが

揃っていて、生活がしやすそうであった。現地での生活で最もおどろいたのはトイレで紙を流さな

いことや、お店のトイレにはロックがかかっていることだ。路上でタバコの規制がゆるかったり

し、日本ってきれいだなと感じた。

後輩学生へ

体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

日本に住んでSNSや、インターネット上では感じることのできない韓国の文化のリアルを身をもっ

て体験することができた。この授業には色々な人や物を見て、自分の視野を広げていけるようにと

いう目的を持って参加した。

一週間という短い時間の中で、現地の方と言語が異なる中での会話をし、食事、服、季節、接客、

街並みを楽しむことができました。

初めての韓国、初めての海外の人は不安を感じる人も多いと思うが、このような授業形態の形で参

加することで、今後海外に行きやすい、挑戦しやすい環境になるのかなと感じた。

プログラムについて

１）プログラムの内容

・やさしい韓国語講義　　　　　　　・韓服体験、景福宮

・文化探訪、伝統市場

・k-popダンス、メイクアップ実習

・韓国料理作り

２）課外プログラムについて

韓国に行き、料理や韓服、言語、街並み等から現代流行しているk-popダンスやアイドルのメイク

アップ実習まで行うことができ、文化のちがいを存分に楽しむことができた。

また、旅行や観光ではきっと交流することができなかった現地の学生の方と関わることができ、貴

重な時間であった。

３）滞在先・現地での生活に関すること
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年3月1日

性別 女性

所属学部・学科 工学部・建築学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
650,000ウォン 65,000円

宿舎費

学用品費 約4,840ウォン 550円 シャープペンシル代

携帯・通信費 約86,000ウォン 9,680円 Wi-Fiレンタル

食費 約96,700ウォン 約11,008円 昼は学食、夜は外食

図書費

被服費 約44,000ウォン 5,000円 防寒の為の服

医療費

交通費（現地） 約27,800ウォン 約3,160円 片道200円程（地下鉄）

娯楽費 約404,168ウォン 約47,404円

ビザ申請費

雑費 約47,500ウォン 約5,394円 アメニティグッズ、水など

保険費

渡航旅費 600,000ウォン 60,000円 飛行機代

その他

合計 1,961,008ウォン 207,196円 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

授業料および宿舎寮

✓

✓
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１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：仁川空港で両替、江南の地下街で両替

現金用意額：5万円

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

大分空港でWi-Fiをレンタルした。（会社名：Wi-Fi　BOX）

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　3人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

滞在先は大学の寮でしたが、共有スペースが多いので思いやりを持って生活することが重要でし

た。寝室も相部屋で、2段ベットなので寝心地や寝つきはあまりいいものではありませんでした。

しかし、知らない人と共同生活をし、交流することで価値観や経験値を広げるという意義はありま

した。また、シャワールーム、トイレ、洗面所は共有スペースで、他大学の学生も使用していたの

で、きれいに使用したり、時間管理をして混雑しないようにしたりして工夫して生活しました。私

はとても良い友人をつくることができたので非常に良い機会であったと感じました。

2月の韓国は非常に寒かったので、日本にいるときよりも服を1枚厚着できるように服を準備してお

いた方が良い。実際は、想像よりも寒くなかったのでヒートテックのような下着類は2,3枚あれば

良い。海外はたいていコンセントの形がちがうので変換プラグは必須。

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

変換プラグ、ヘアアイロン

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

渡航準備について

✓

✓

✓

✓ ✓ ✓ ✓
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韓国の人たちは、優しい人が多く、コンビニの店員さんが笑顔で対応してくれたり、通りすがりの

人が地下鉄の乗りかえを教えてくれたりしてとてもいい国だと感じました。

後輩学生へ

体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

今回私が参加したのは、家族と1週間以上離れて生活したことがなかったので自分の成長と韓国が

好きなので文化に触れることが目的でした。参加する前は、初めての海外で不安もありましたが、

非常に刺激的で充実したものになりました。韓国語は履修していましたが会話レベルのものはでき

ないので、相手の言っていることが理解できる程度まで勉強しておくともっと楽しめると思いまし

た。

プログラムについて

１）プログラムの内容

1日目（2/20）：学校案内と韓国文化について

2日目（2/21）：韓国語の授業とk-popダンス

3日目（2/22）：韓国語の授業と景福官で韓服体験

4日目（2/23）：韓国語の授業とコリアンメイク

5日目（2/24）：留学生との料理、市場散策

２）課外プログラムについて

課外プログラムは、3日目の景福官と5日目の市場がありました。景福官は、チマチョゴリを着て街

を歩き、友だちとプリクラを撮って楽しみました。市場では、人がにぎわっていて美味しそうな食

べ物がたくさんありました。そこではカフェに行きました。

３）滞在先・現地での生活に関すること
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年生

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年2月

性別 女性

所属学部・学科 工学部・建築学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
650,000ウォン 65,000円 授業料および宿舎寮

宿舎費

学用品費

携帯・通信費 40,000ウォン 4,000円 e-sim

食費 100,000ウォン 10,000円

図書費

被服費 200,000ウォン 20,000円

医療費

交通費（現地） 50,000ウォン 5,000円

娯楽費 400,000ウォン 40,000円

ビザ申請費

雑費 100,000ウォン 10,000円

保険費

渡航旅費 600,000ウォン 60,000円

その他

合計 2,140,000ウォン 214,000円 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

✓

✓
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渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：換金所

現金用意額：100,000ウォン

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

アマゾンで注文

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　4人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

トイレにトイレットペーパーを流せない感じだったので最終日にトイレが詰まって全部あふれてき

た。

風呂・トイレ・キッチン全部共有なので少し抵抗あるかも。

エレベーターがないのでキャリーケースを6階まで運ぶのは大変。

・服　　　　　　　　　　　　・変換プラグ　　　・マフラー　　　　　　・メイクポーチ

・下着　　　　　　　　　　　・タイツ　　　　　・お風呂セット　　　　・薬

・くつ下　　　　　　　　　　・スニーカー　　　・スキンケアセット　　・圧縮袋

・アウター（ダウンのやつ）　・ヒートテック　　・モバイル充電

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

・ロングコート　　　・e-sim

・アウター　　　　　・洗濯ネット

・ヒートテック

・モバイル充電

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

✓

✓

✓

✓ ✓ ✓ ✓
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どこもトイレットペーパーは流せない。

コンビニにトイレがない。→トイレ使うにはパスワード必要。

円高だから換金するとお金減る。クレジットカードの方が良い。

後輩学生へ

体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

楽しそうだったから。日本と近いけど全く違う文化や、考え方を知ることができた。少しでも韓国

の生活を知れた。韓国語の授業の先生は、優しく、丁寧にほめてくれる先生なのでとても良かっ

た。ウォンを使うよりもクレジットカードの方が手数料が安い。現金使えないとこもある。行きの

キャリーケースの重さをへらさないと、帰りが重いので大変になる。

プログラムについて

１）プログラムの内容

・大学案内　　　　　　　・k-popダンス授業

・韓国文化理解講義　　　・メイクアップ実習

・韓国語講義　　　　　　・韓国の食べ物を作る

・文化探訪

２）課外プログラムについて

文化探訪は景福宮へ行って韓服体験と、韓国の伝統市場に行き自由行動で食べ歩き。

K-popダンスは、ダンスの先生に教えてもらいダンスする。

メイクアップは講師の人が来て教えてくれる。

３）滞在先・現地での生活に関すること
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年生

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年3月12日

性別 女性

所属学部・学科 工学部・建築学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
650,000ウォン 65,000円 授業料および宿舎寮

宿舎費

学用品費

携帯・通信費 3,000 e-sim（10日間分）

食費 300,000ウォン

図書費

被服費

医療費

交通費（現地） 30,000ウォン

娯楽費 500,000ウォン

ビザ申請費

雑費

保険費

渡航旅費 600,000ウォン 60,000円

その他

合計 2,080,000ウォン 128,000円 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

✓

✓

19/36



渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：現金で換金

現金用意額：50,000円を換金

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

Wi-Fiはインターネットでesimを買いました。

10日間で3,000程度でした。

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　4人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

女子寮にエレベーターが無く5階までキャリーケースを持ってあがるのがきつかった。道が分から

ない時や困った時は翻訳アプリを使ってでも聞いた方がよい。現地の人はやさしく教えてくれる。

覚えた言葉は積極的に使った方が良い。

服はほぼ現地で調達しました。

圧縮袋は必須です。

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

変換プラグ、クレジットカード、モバイル充電

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

✓

✓

✓

✓ ✓ ✓ ✓
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言葉が通じにくかったが、現地の人は優しい人が多かった。現地の学生ともっと話す機会が欲し

かった。家の設備の不具合が多く、少し不便だった。

後輩学生へ

体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

今回、私が体験に参加した理由は「楽しそう」といったものが主であった。しかし、実際に参加し

てみて多くの学びを得ることができた。韓国の現地の雰囲気、文化、言葉など日本にいるだけでは

感じられなかったことを肌で感じることができた。これから海外へ文化体験しに行く人には、分か

らないことがあればすぐ現地の人に聞くことを伝えたい。私は今回友人と参加したが、それでも多

くの学びがあったので少しの興味程度でも挑戦することが大切だと思った。

プログラムについて

１）プログラムの内容

・韓国語講座（母音、子音、あいさつ、数字、発音）　・文化探訪

・文化理解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ビューティー＆メイク

・k-popダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　・日本語学生との交流

・韓服体験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ・学校施設案内

２）課外プログラムについて

韓服体験では景福宮に訪れた。チマチョゴリを着て宮殿をまわった。日本の着物とは異なるスタイ

ルで良い体験になった。日本語を話せる人があまりいない中で身ぶり手ぶりで表現することが新鮮

でとても楽しかった。また、韓国の文化も知ることができた。機会があればまた韓国に行きたいと

思えた。

３）滞在先・現地での生活に関すること
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年3月2日

性別 女性

所属学部・学科 工学部・建築学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：なし

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：なし

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
650,000ウォン 65,000円 授業料および宿舎寮

宿舎費

学用品費

携帯・通信費 38,500ウォン 3,850円

食費 218,500ウォン 21,850円 朝食はパン・牛乳・卵を提供してくれた

図書費

被服費 100,000ウォン 10,000円

医療費

交通費（現地） 47,000ウォン 4,700円

娯楽費 400,000ウォン 40,000円

ビザ申請費

雑費

保険費

渡航旅費 600,000ウォン 60,000円

その他 110,000ウォン 11,000円 パスポート発行料金

合計 2,129,300ウォン 216,400円 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

✓

✓
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渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：韓国の空港や街中の換金所で換金した。

現金用意額：300,000ウォン

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

AmazonでeSIMカードを事前に買い、QRコードを読み込み、日本で設定し、韓国でも回線がつな

がるようにした。

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　4人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

滞在先の寮は、思っていたより清潔感があり、床暖などの暖房設備が整っていたため、快適で過ご

しやすかったです。でも、門限があったのが少しきつかったです。23：00までに帰らないといけ

ないので、頑張って守ってください！！寮や学校のトイレは違いましたが、店などの大体のトイレ

はトイレットペーパーを流さずに、横のごみ箱に捨てないといけないので注意しましょう。また、

日本と違ってコンビニなどにトイレはなく、数が少ないので出かけている時は見つけたらこまめに

行っておいた方がいいと思います！！韓国は、電車代が安いので、早めにTmoneyカードを買って

移動時はそれを使って移動するのが楽だと思います！！

モバイルバッテリー

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

・海外のコンセント変換プラグ

・eSIMカード

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

✓

✓

✓

✓ ✓ ✓ ✓
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大学の所在地周辺には、様々な飲食店やコンビニなどがあり、近場でも充実してすごせた。寮は、

清潔感もあり、大体の物はそろっていたので、不自由はなかった。大学の施設も充実していて、学

食やカフェなどはおしゃれでとてもおいしかった。

後輩学生へ

体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

大学在学中に1度は海外に行ってみたかったが、初めての海外で不安だったため、学校の留学プロ

グラムを受講した。1週間という期間で、内容も初心者向きだったため、初めての海外留学にはと

ても良い体験だった。研修の中でみんなでチマ・チョゴリを着に行ったり、屋台を食べに行ったり

観光もできて、韓国語やメイク、k-popのダンス練習をしたりと普段はできないような貴重な体験

がたくさんできるのでぜひ行ってほしいです！！自由時間も多く、とても楽しい留学になると思い

ます。

プログラムについて

１）プログラムの内容

プログラムは1週間で韓国の文化や初級者レベルの韓国語を学ぶものであり、初めての留学にはと

てもいい内容だった。韓国語の授業は、初めて習う私でもついていける内容で、先生の教え方もと

ても丁ねいだったため、とても楽しく受けることができた。少し韓国語が読めるようになったた

め、達成感もあった。他の国でもこのような1週間程度のプログラムがあるといいなと思った。

２）課外プログラムについて

韓国の食文化がたん能できるような屋台にみんなででむいたり、チマ・チョゴリが着れるような場

所につれていってもらったり、課外活動もとても充実していて楽しかった。韓国の先生方が案内し

てくれたため、安心して観光ができた。みんなと仲良くなるきっかけにもなった。

３）滞在先・現地での生活に関すること

24/36



海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年2月26日

性別 女性

所属学部・学科 工学部・情報メディア学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
650,000 65,000 授業料および宿舎寮

宿舎費

学用品費

携帯・通信費

食費 270,000 27,000

図書費

被服費

医療費

交通費（現地） 12,200 1,220

娯楽費 82,000 8,200

ビザ申請費

雑費 108,060 10,806

保険費

渡航旅費 600,000 60,000

その他

合計 1,722,260 172,226 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

✓

✓
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渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：両替所

現金用意額：

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

e-simをQoo10で用意した。

実際は7日間だったが途中で切れたら嫌なので10日間分を買った。

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　4人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

大学の近くに両替所がないので空港で2万円くらいかえておくのがいいと思う。

大学はソウルのはずれにあるので、どこに行くのにも1時間ほどかかるので、時間に余裕をもって

行動した方がよい。

あと、バスには気をつけてください！！乗りこんだ瞬間にものすごいスピードで動きだすので乗っ

たらすぐに座るかなにかつかまらないとこける。

韓国の電気は割りと自由なので気が楽。夕食をテイクアウトして宿舎で食べるのも楽しい。

防寒のためにヒートテックなどをたくさん用意した。

カイロもあった方がいい。

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

ほとんど韓国で買うことができるので、あまり準備しなくてもいい。

コンビニが近くにある。

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

✓

✓

✓

✓ ✓ ✓ ✓
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韓国語を読めるならなんとかなる。

ききとれる人がいればニュアンスで話すことができるので大丈夫。

相手の人も日本人と分かってくれればわかりやすい単語で話してくれる。

後輩学生へ

体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

韓国語１・２を履修していて、どれだけできるようになったのか気になったので参加した。参加し

た感想はだいたいのことはコミュニケーション能力で解決するんだなと感じた。話せなくても話し

たい！と思うことが大切だった。

お酒を一緒にのむことで仲よくなるのでほどよく楽しくのむのがよい。

日本に帰国しても楽しかったねとずっと言っているのでプログラムに参加して本当によかった！

プログラムについて

１）プログラムの内容

・大学ツアー　　　　　　　　・韓国料理作り

・文化理解　　　　　　　　　・ビューティー・メイク

・韓国語授業

・k-popダンス

２）課外プログラムについて

・景福宮

・市場

・韓服体験

３）滞在先・現地での生活に関すること
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年3月13日

性別 女性

所属学部・学科 工学部・情報メディア

現地使用言語/授業使用言語 韓国語/韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分空港　　　目的地：仁川空港　　　経由地：×

復路　出発地：仁川空港　　　目的地：大分空港　　　経由地：×

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス なし

宿舎費

食費 270,000 27,000

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料

携帯・通信費

交通費（現地） 12,200 1,220

図書費

学用品費

医療費

保険費

娯楽費 82,000 8,200

被服費

雑費 108,060 10,806

その他

渡航旅費 600,000 60,000

ビザ申請費

合計 1,722,260 172,226 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

650,000 授業料および宿舎寮65,000

✓

✓
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２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

Qoo10で買ってオンライン受け取りをした。

WiFiは大学のを受信した→オンラインは高速データ無制限の物を買えばWiFiがいらない

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

SIMカードは忘れるとずっと携帯が使えないので、気をつけた方がいい。

日本のお菓子を持っていくと、友達になった韓国人に喜ばれる。

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

とても雪が降りました！たくさんすべりました！

カイロとか持っていくべき、優しい現地の人がくれる時もありました。

海外用のコンセントとSIMは必ず持っていくべき。

電車乗るときは何かカードが必要なので駅で作るべき。

両替所少ないから空港で全てする。

チマチョゴリすごく薄いから、ヒートテック4枚は欲しいところ。

せっかく海外行くから韓国語少しは勉強した方がいい。

話せなくて悔しい！

ホッカイロなどの持ち歩いてもあったかいものが欲しい。

ドライヤー、アイロンは海外用のワット数でないと、爆発するので、必ず持っていくなら

ワット数を見た方が良い。

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：4人）

現金の用意方法：銀行で交換

現金用意額：2日目に23,000円

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート✓

✓

✓

✓

✓ ✓ ✓
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体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

元々は海外に安く行けるからという気持ちで参加しましたが、実際に行って授業を受けること

で韓国にとても興味を持ちました。一番興味を持ったのは韓国人の性格についてでした。

せっかちそうに見えていますが、実際はそうでもなく、日本人と何ら変わらない優しく面白い

人達ばかりでした。

1日目にサッカーをしていた仁徳大学の生徒とサッカーをしました。海外交流が元々多い大学

なので急に話しかけても快く受け入れてくれました。

日本文理大学と姉妹校である「仁徳大学」へ行き、1週間韓国の文化、習慣、流行などを授業を通

して学び、触れる。

一緒に留学する生徒とも仲良くなろう！

２）課外プログラムについて

文化探訪

→景福宮で韓服体験（チマチョゴリ）←たくさん中に服を着ないと寒い！

→盆善洞と広蔵市場（韓国で有名な大規模市場）

３）滞在先・現地での生活に関すること

自分で買い物をする

→アプリで翻訳するだけでなく、自分の言葉で話してみる

朝食

→毎朝ルームメイトと作って食べる。自分で買って食べるのも良い。

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年2月26日

性別 女性

所属学部・学科 経営経済学部・経営経済学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語　日本語　英語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川　　　経由地：

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
650,000 65,000

宿舎費

学用品費

携帯・通信費 50,674 5,690

食費 197,871 22,218

図書費

被服費 66,647 7,483

医療費

交通費（現地） 8,200 920

娯楽費 89,059 10,000

ビザ申請費

雑費 60,336 6,774

保険費

渡航旅費 600,000 60,000

その他 92,200 10,352

合計 1,814,987 181,663 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

授業料および宿舎寮

✓

✓
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１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：現地で変換、クレジット、wowpass

現金用意額：

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

トリファ（無制限）

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　4人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

一週間という短期留学だったが、語学だけでなく、現地の文化や人の温かさにも触れることがで

き、かけがえのない思い出となった。

本気で語学を学び身につけたいという人は、積極的に異国の人と話す方が良い。現地で一人行動で

きる時があればすることをおすすめします。（自信がつくから）

・日用品

・薬

準備しすぎもよくない

荷物を軽くしていくのがベスト

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

薬

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

渡航準備について

✓

✓

✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓
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現地の人はとにかく優しい（無料でモノをくれたり、サービスしてくれたり、プレゼントしてくれ

たり、勝手に道案内もしてくれる！！）

後輩学生へ

体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

もっと早く手続きや説明会があると前もって準備もできるし、分かるのでそこを来年は改善してほ

しい。

プログラムについて

１）プログラムの内容

・k-popダンス

・Ｋ-Beauty

・韓国人と韓国料理体験

・韓国文化体験

・韓国市場

２）課外プログラムについて

様々なプログラムを体験することができた。

３）滞在先・現地での生活に関すること
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海外文化体験の記録

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年3月13日

性別 男性

所属学部・学科 経営経済学部・経営経済学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語/韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分空港　　　目的地：仁川空港　　　経由地：×

復路　出発地：仁川　　　目的地：大分　　　経由地：×

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月19日～2024年2月26日

渡航先大学で所属したクラス なし

宿舎費

食費 300,000 30,000

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料

携帯・通信費

交通費（現地） 12,200 12,000

図書費

学用品費

医療費

保険費

娯楽費 82,000 8,200

被服費

雑費 108,060 10,806

その他

渡航旅費 600,000 60,000

ビザ申請費

合計 1,752,260 186,006 授業料・宿舎寮・渡航旅費は学生一律

授業料および宿舎寮65,000650,000

✓

✓
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２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

SIMカード

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

防寒のため服、シャンプー等は持参した方がよい、カイロも必要

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

SIMカードは日本で買っておくこと、クレジットカードは必須

SIMカード、変圧機

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　　人）

現金の用意方法：両替所

現金用意額：

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート✓

✓

✓

✓ ✓✓
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体験に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

SIMカードは日本で買うこと

韓国語は勉強して行った方が楽しい

ご飯を食べる時は割り勘なので現金をたくさん用意していた方がよい

仁徳大学へ行き1週間韓国の文化や韓国語を知る

K-POPダンス講座

韓国料理作り

２）課外プログラムについて

景福宮などで韓服体験

３）滞在先・現地での生活に関すること

水は自分で買う

コンビニは1+1というシステムがある

地下鉄はTカードという物があり買うと便利

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容
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